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今年は、市指定文化財「鎌ケ谷大仏」が 

建立されてから 250年、国登録有形文化財 

(建造物)「澁谷家住宅主屋」が建築されてか 

ら 200年に当たります。また、今年は三橋 

家旧蔵「小金牧大絵図」が市指定文化財に 

指定されたり、来年 2月には「下総小金中 

野牧跡」が国史跡の指定を受けてから 20年 

を迎えるなど、市内の多くの文化財にとって 

節目の年となります。 

そこで、第 32回ミニ展示では、「大集合！ 

鎌ケ谷の文化財」と題し、 

市内の文化財を特集した展 

示を開催します。 

普段は複製を展示してい 

る「小金牧大絵図」や「澁谷総司書簡」の 

原本も期間中に展示予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 間 7月 25日(土)～9月 27日(日)まで 

休館日 毎週月曜日(9月 21日を除く)、9月 24

日(木) 

時 間 9時～17時 

会 場 郷土資料館 2階展示室 

※展示期間中、担当学芸員によるギャラリー 

トークの開催を予定しています。日程など

は決まり次第、広報かまがや・市ホーム 

ページでお知らせします。 

 

 

 

 

〇第32回ミニ展示を開催･･･････････1  〇郷土資料館 令和8年度の事業予定･･･････････････2・3 

〇郷土資料館この一品㉝･･･････････3  〇収蔵庫に眠る宝もの①「小金牧大絵図」････････････4 

郷土資料館 
 

75 第     号 

鎌ケ谷市 

だより 
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◆第32回ミニ展示「大集合！鎌ケ谷の文化財」 

 今号 1ページをご覧ください。 

◆新資料展「新発見！鎌ケ谷のたからもの」 

昨年度に市の発掘調査で確認・発見された埋

蔵文化財や、郷土資料館で調査を行い、また寄

贈された歴史・民俗資料などを紹介します。 

期間 10月 24日(土)～9年 1月 17日(日) 

◆ファイターズ鎌ケ谷スタジアム開場30周年

記念特別展 

ファイターズ鎌ケ谷スタジアムが令和 9 年 3

月に開場 30周年を迎えます。それを記念し、フ

ァイターズゆかりの資料や鎌ケ谷スタジアムゆ

かりの資料などを展示します。 

期間 9年 1月 23日(土)～3月 28日(日) 

◆第33回ミニ展示「下総小金中野牧国史跡指

定20周年記念展」 

令和 9年 2月で下総小金中野牧跡（捕込・野

馬土手）が国史跡に指定されてから 20年。この

ミニ展示では、令和 8年 2月に新たに指定され

た「小金牧大絵図」をはじめ、牧に関する資料

を中心とした展示を開催します。 

期間 9年春頃 

 

 

◆クールシェア企画Ⅰ「カラーでよみがえる明

治・大正・昭和の鎌ケ谷」・クールシェア企画

Ⅱ「歌謡曲でつづる昭和の青春」・クールシェ

ア企画Ⅲ「学芸員一押し！この逸品」 

 真夏の昼下がり、一人 1台のエアコン使用を

控え、涼しい所へ集まり夏を快適に過ごす「ク 

ールシェア」。今年もこの一環として、企画Ⅰで

は、AIでカラー化した昔の写真を見ながら解説

を行います。企画Ⅱでは、昭和の歌謡曲を聞き 

 

 

 

 

 

 

 

 

ながら、当時の世相などを振り返ります。また、

企画Ⅲでは、「学芸員一推し！この逸品」と題し

て、当館が所蔵する品々を紹介します。 

開催日等 調整中 

◆学芸員講座Ⅰ 

 今号の 4ページをご覧ください。 

◆学芸員講座Ⅱ 

学芸員講座Ⅱでは、市内発掘調査の成果から

講座を行います。 

開催時期 秋頃を予定 

◆歴史講演会Ⅰ・Ⅱ 

今年度の歴史講演会は市内の文化財や県内の

文化財に関するテーマで開催予定です。 

開催時期 Ⅰ…9月予定、Ⅱ…9年 2月予定 

◆大人の歴史ワークショップ 

昨年度好評だった大人の歴史ワークショップ。

今年は和綴じのメモ帳を作ります。 

開催時期 11月 

◆郷土資料館セミナー 

 「わがまちの文化財自慢」をテーマに、講座

を数回シリーズで開催予定です。詳細について

は調整中です。 

開催時期 12月～9年 2月を予定 

第 30回ミニ展示ギャラリートークで 
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昨年の「まが玉づくり」で 

展
示
し
て
い
る
「氷
か
き
」 

 

◆春の自然観察会 

 自然がよく残っている市域の地区を訪ね、季

節の植物や野鳥などを観察しながら楽しく学び

ます。 

開催時期 9年 3月を予定 

 

 

◆まが玉づくり 

大昔の人が身に着けていたアクセサリー「ま

が玉」を作ります。まが玉作りを体験すること

で、当時の生活に対する理解を深めます。 

開催日 8月 8日(土) 

◆あんぎんコースターづくり 

大昔の編み方「あんぎん編み」でコースター

を作成します。あんぎん編みをとおして、当時

の生活に思いをめぐらせます。 

開催日 8月 22日(土) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆子どもの歴史ワークショップ 

このワークショップでは、郷土資料館にある

写真から少し昔の鎌ケ谷の様子を学びます。ま

た、実際に昔の道具にさわったり、使ってみた

りすることで当時の暮らしを体験します。 

開催日 調整中 

 

 

 

 

   

暑い季節には、冷たいものを飲んだり食べ 

たりすることで涼をとりますが、かき氷はそ 

の代表的なものではないでしょうか。 

常設展示室の台所道具が並ぶコーナーの左 

端に鉋(かんな)をひっくり返したような道具

があります。これが「氷かき（氷かんな）」で

す。大きさは長辺 39.5㎝、短辺 9.5㎝、厚 

さ約 5センチの木片に刃を付けた鉋状の本体 

をひっくり返して刃を上に向けており、長辺 

方向の外側に開くように鉄製の脚が付いてい

ます。設置面からの高さは 15 ㎝ほどありま

す。 

今ではかき氷は自動でも手動でも刃を回転 

させ氷をスライスしてかき出す形がほとんど 

ですが、この器機は、氷かきの上に乗るよう 

に切り出された氷のかたまりを手ぬぐいなど 

で押さえながら、上に向いて出た刃の上に押 

 

 

 

 

 

 

 

し付けるように往復して、氷をかき、本体の下、

脚部の間に差し入れた器でかき出された氷を 

受けました。 

 他市等の同様資料を見ると明治 20年代こ 

ろから昭和初期までは使われたもののようで 

す。また、脚の取り外しや、折りたためるも 

のもあったようですが、この資料の脚は固定 

されていて、長い保存状態の中で脚部がゆが 

んでおり、設置状況は安定していませんが、 

かつて夏には欠かせない道具として重宝され 

たことでしょう。 

ひと昔前、かき氷は夏の風物詩でありまし 

たが、最近では天然氷を使ったかき氷などバ 

ラエティ豊かな季節を問わず楽しむことがで 

きるスイーツの一種となっているようです。 
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郷土資料館には、普段展示をしていない収蔵

資料が数多く存在します。今号から、これらの

貴重な収蔵資料をシリーズで紹介していきます。 

まず 1回目は「小金牧大絵図」です。 

江戸幕府は、軍事上・輸送上きわめて重要な

役割を担っていた馬を確保するために直営の牧

場を持っており、千葉県内には小金の五牧、佐

倉の七牧、嶺岡の五牧がありました。 

小金牧大絵図は小金五牧の内、中野牧と下野

牧の牧士を世襲した三橋家に伝わった絵図で、

小金牧全体が描かれています。作られたのは、

書き込まれた内容から江戸時代の後期と推測さ

れます。大きさは縦 119.5㎝×横 80.5㎝と、ほ

かに確認されている同時代の牧絵図に比べると

小さいですが、周囲には袖志賀浦（江戸湾）や

江戸川、利根川、手賀沼、印旛沼などが描かれ

ており、牧全体がどのような環境の中に位置し

ているのかが分かるようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湾や河川、沼の絵をよく見てみると、形を何

度も下書きした跡があったり、堤や堰または簗
やな

(魚を捕る罠)とみられる設備が詳細に描き込ま

れていたりと、これらをより正確に描写しよう

としている様子が見られるため、治水など別の

用途で作成された(もしくは作成中だった)絵図

に牧を書き入れた可能性も考えられます。 

凡例から、牧内の土手を示す目的で作られた

と考えられますが、特に野馬除土手の御普請、

自普請を明確に区別して描いている点や同時代

の牧絵図とは異なり、野付村を含む周辺の村々

を、管理を担当する牧ごとではなく、郡ごとに

色分けしている点がこの資料の特徴です。 

 このほかにも、捕込や勢子
せ こ

土手、水場など、

牧士が牧の管理をするうえで必要な情報が詳細

に描き込まれていることから、伝来した牧士三

橋家ならではの絵図であり、江戸時代の牧を知

る上で極めて貴重な資料であるとして、今年 2

月 18日に市指定文化財に指定されました。 
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新たに市指定文化財に指定された「小金 

牧大絵図」について学びます。 

日 時 7月 5日(日)14時～16時 

場 所 図書館 

定 員 50人(申込先着順) 

申し込み 6月 9日(火)9時以 

降に郷土資料館☏445・1030 

または右の申込フォームで 

 


